
第２回 鳥取県中部地域公共交通協議会 次第 

 

 

と き 平成 29年２月 20日（月） 

                      13時 30分～15時 00分 

ところ 倉吉市役所 大会議室（本庁舎３階） 

 

 
日    程 

 

  

 

  １ 開  会 

 

 

  ２ 会長あいさつ 

 

 

  ３ 協議事項 

（１）平成 28年度鳥取県中部地域公共交通に係る路線見直し案検討業務に関する方向

性について・・・Ｐ１ 

 

（２）平成 29年度事業計画（案）及び当初予算（案）について・・・Ｐ３ 

 

（３）連携計画から形成計画への変更について・・・Ｐ４ 

 

 

  ４ 報告事項 

  （１）評価指標について・・・Ｐ１８ 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉  会 



 
               Ｂ市 Ａ町 

Ｂ市 Ａ町 
平成 28年度鳥取県中部地域公共交通に係る路線見直し案等検討業務 

に関する方向性について 

 

 

１．見直しの方向性 

（１） 広域路線の再編 

① 中心市街地における路線・ダイヤの過密化の解消 

○倉吉 BC～西倉吉間の統合 

○パークスクエア経由として変更を検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 経常費用の高い広域路線の見直し 

○利用実態に合わせ、広域移動の利用率が低く、利用者の少ないダイヤを前後の便に統合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1



 

③ 利用者が増加すると想定される区間へのルート変更 

○変更前の区間における利用実態、住民意向を確認することを前提として変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 非効率路線の効率化 

○再編対象とする路線（系統）を判断するための指標の設定 

指標 基準 

平均乗車密度 １以下 

収支率 20％未満 

輸送人員１人当たり欠損額 1,000円以上 

実車走行キロ当たり欠損額 200円以上 

実車走行キロ当たり輸送人員 0.2未満 

 

○小学生等の利用の多い便は定時定路線として残し、その他のダイヤについてはデマンド

型タクシー等を導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．今後のスケジュール 

  平成 29年２月 20日（本日） 協議会総会 

  平成 29年３月上旬～下旬   幹事会で見直し案の検討を協議 

  平成 29年３月 24日     見直し案検討業務完了 

  平成 29年４月以降      協議会総会において、見直し案検討業務を報告 
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平成 29 年度協議会事業計画（案）及び当初予算（案）について 

 

○平成 29 年度鳥取県中部地域公共交通協議会事業計画（案） 

鳥取県中部圏域の地域公共交通総合連携計画の実施に係る連絡調整を行い、事業を実施する。 

 ・関係機関と連携した利用促進活動を実施する。 

 ・第２期総合連携計画の内容を引き継いだ「地域公共交通網形成計画」の策定に向けた検討。 

○平成 29 年度鳥取県中部地域公共交通協議会当初予算（案） 

１ 歳入                                  (単位：円) 

款 項 目 内容 

１ 負担金 

226,800 

１ 負担金 

226,800 

１ 負担金 

226,800
倉吉市 226,800  

２ 補助金 

0 

１ 補助金 

0 

１ 補助金 

    0

 

３ 繰越金 

0 

１ 繰越金 

0 

１ 繰越金 

0

 

歳入合計：226,800

 

２ 歳出                                  (単位：円) 

款 項 目 内容 

１ 運営費 

226,800 

１ 会議費 

206,800 

１ 会議費 

206,800

協議会・幹事会委員報酬 178,000、 

旅費 28,800 

２ 事務費 

20,000 

１ 事務費 

20,000

消耗品費、通信運搬費 

２ 事業費 

0 

１ 事業費 

0 

１ 事業費 

0

 

３ 予備費 

0 

１ 予備費 

0 

１ 予備費 

0

 

歳出合計：226,800

 

 

【運営費内容】 

「鳥取県中部地域公共交通総合連携計画」上の事業を検討・実施していく必要があり、協議会：年

5回、幹事会：年 7回を開催するための経費。 

 

【参考】 

関係機関と連携した利用促進活動に要する経費については、各関係機関（市町、バス事業者）にお

いて対応。 

「地域公共交通網形成計画」の策定に係る内容の検討・連絡調整に係る経費については、鳥取県にお

いて平成 29 年度当初予算要求中。 
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連携計画から形成計画への変更について（方針協議） 
１． 趣旨 
国の法改正に伴い、従来の「地域公共交通総合連携計画」（以下、連携計画）から、新たに「地域公

共交通網形成計画」（以下、形成計画）を策定するものとなった。これに伴い、鳥取県中部地域公共交

通協議会においても連携計画から形成計画の策定に切り替えを行う。 
２． 法律の一部改正について 
地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（活性化・再生法）が改正され、持続可能な地域公共交

通網の形成に資する地域公共交通の活性化及び再生を推進するため、以下の事項が定められた。 
・市町村等による「地域公共交通網形成計画」の作成 
・同計画に定められた地域公共交通再編事業を実施するための「地域公共交通再編実施計画」（以

下、実施計画）の作成 
・同計画が国土交通大臣の認定を受けた場合における同事業の実施に関する道路運送法等の特例 
３． 計画変更のポイント 
（１） 従来の地域公共交通総合連携計画に追加される事項 
形成計画には従来の連携計画に以下の２点が追加された。 
① コンパクトシティの実現に向けたまちづくりとの連携

② 地域全体を見渡した面的な公共交通ネットワークの再構築

（２） 枠組みの見直しのイメージ 
（国土交通省地域公共交通の充実に向けた枠組みの見直し（イメージ）より引用） 

４． 鳥取県中部地域公共交通協議会における対応 
・これまでの議論をいかしながら、連携計画の策定から、形成計画及び実施計画の策定に切り替える。
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 網形成計画・再編実施計画の内容・構成について 

地方公共団体は、網形成計画において地域公共交通再編事業（以下、「再編事業」という。）の概

要を定めた上で、特定旅客運送事業者等の同意を得て当該事業の実施計画である「地域公共交通再編

実施計画（以下、「再編実施計画」という。）を作成し、国土交通大臣の認定を申請することが可能

です。網形成計画及び再編実施計画に記載すべき事項については以下のとおりです。なお、網形成計

画の作成には、基本方針の記載（詳細編の参考資料）にも十分に留意することが必要です。

▼網形成計画・再編実施計画の法定の記載事項 

地域公共交通網形成計画 地域公共交通再編実施計画 

概要 
「地域にとって望ましい公共交通網のすが

た」を明らかにする「マスタープラン」 

「マスタープラン（＝網形成計画）」を実現

するための実施計画 

記載

事項 

〔記載する事項〕（法§５②） 

① 持続可能な地域公共交通網の形成に資す

る地域公共交通の活性化及び再生の推進

に関する基本的な方針

② 計画の区域

③ 計画の目標

④ ③の目標を達成するために行う事業・実施

主体 

（※本事項において、地域公共交通特定事業に

関する事項も記載可能（法§５④）） 

⑤ 計画の達成状況の評価に関する事項

⑥ 計画期間

⑦ その他計画の実施に関し地方公共団体が

必要と認める事項

〔記載に努める事項〕（法§５③） 

都市機能の増進に必要な施設の立地の適正化

に関する施策との連携その他の持続可能な地

域公共交通網の形成に際し配慮すべき事項 

〔記載する事項〕（法§27 の２①、法§27 の３①） 

① 実施区域

② 事業の内容・実施主体

③ 地方公共団体による支援の内容

④ 実施予定期間

⑤ 事業実施に必要な資金の額・調達方法

⑥ 事業の効果

⑦ 地域公共交通網形成計画に地域公共交通

再編事業に関連して実施される事業が定

められている場合には、当該事業に関する

事項

⑧ 地域公共交通網形成計画に都市機能の増

進に必要な施策の立地の適正化に関する

施策その他の関係する施策との連携に関

する事項が定められている場合には、当該

連携に関する事項

⑨ その他地域公共交通再編事業の運営に重

大な関係を有する事項がある場合には、

その事項 
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網
形
成
計
画
・
再
編
実
施
計
画
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
ま
し
ょ
う

第
１
章

１
．
１ 

網
形
成
計
画
・
再
編
実
施
計
画
の
内
容
・
構
成
に
つ
い
て

地域公共交通網形成計画及び地域公共交通再編実施計画作成のための手引き [入門編]  

【参考】網形成計画・再編実施計画それぞれにおける記載内容の具体化イメージ 

■網形成計画・・・公共交通ネットワークを具体化・明確化する計画

対象区域における幹線・支線・交通結節点を位置づけるなど、ネットワークの形成イメージ

を具体的に記載します。具体的な運行事業者やダイヤなどの運行計画の記載までは求められ

ていません。

■再編実施計画・・・具体的な運行事業者やダイヤなど運行計画を定める計画

策定した網形成計画にもとづき、再編に伴う各路線の運行事業者や運行経路・停留所

運行回数、運賃体系などまで記載します。 

××市の網形成計画 

再編実施計画（路線別のイメージ） 
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地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
・
地
域
公
共
交
通
再
編

実
施
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
の
要
点
・
留
意
点
等

M
in

is
tr

y 
o
f 

L
a
n
d
, 
In

fr
a
st

ru
ct

u
re

, 
T

ra
n
sp

o
rt

 a
n
d
 T

o
u
ri

sm

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
公
共
交
通
政
策
部
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改
正
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
（
平
成
2
6
年
5
月
成
立
・
1
1
月
施
行
）
の
概
要

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

改
正
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
の
基
本
ス
キ
ー
ム

事
業
者
と
協
議
の
上
、

地
方
公
共
団
体
が

協
議
会
を
開
催
し
策
定

基
本
方
針

国
が
策
定

ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
に
配
慮

日
常
生
活
等
に
必
要
不
可
欠
な

交
通
手
段
の
確
保
等

交
通
政
策
基
本
法
（
平
成
2
5
年
1
2
月
4
日
公
布
・
施
行
）
の
具
体
化 関
係
者
相
互
間
の
連
携
と

協
働
の
促
進

等

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

地
域
社
会
の
活
力
の
維
持
・
向
上

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
の

交
通
施
策
の
促
進

①
地
方
公
共
団
体
が
中
心
と
な
り
、

②
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
、

ポ
イ
ン
ト

目
標

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画

実
施
計
画

実
施
計
画

･･
･

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業

軌
道
運
送

高
度
化
事
業

（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
）

鉄
道
事
業

再
構
築
事
業

（
上
下
分
離
）
･･
･

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携

地
域
全
体
を
見
渡
し
た
面
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築

地
方
公
共
団
体
が
事
業
者

等
の
同
意
の
下
に
策
定

国
土
交
通
大
臣
が
認
定
し
、
計
画
の
実
現
を
後
押
し

協
議
会
を
開
催
し
策
定

面
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築

す
る
た
め
、
事
業
者
等
が
地
方
公
共
団
体

の
支
援
を
受
け
つ
つ
実
施

②
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
、

③
面
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
再
構
築
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地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
記
載
事
項

①
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

②
計
画
の
区
域

③
計
画
の
目
標

記
載
す
る
事
項
（
法
§
５
②
）

地
域
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
と
も
に
、

そ
の
中
で
公
共
交
通
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
確
化
し
た
上
で
、

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
向
け
た
取
組
の
方
向
性
を
定
め
る
。

「
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
・
・
・
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
（
法
第
５
条
第
１
項
）

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成
に
は
、
基
本
方
針
の
記
載
に
も
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要

基 本 方 針 に 基
③
計
画
の
目
標

④
③
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事
業
・
実
施
主
体

※
本
事
項
に
お
い
て
、
地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
に
関
す
る
事
項
も
記
載
可
能
（
法
§
５
④
）

⑤
計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
に
関
す
る
事
項

⑥
計
画
期
間

⑦
そ
の
他
計
画
の
実
施
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
必
要
と
認
め
る
事
項

都
市
機
能
の
増
進
に
必
要
な
施
設
の
立
地
の
適
正
化
に
関
す
る
施
策
と
の
連
携

そ
の
他
の
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
際
し
配
慮
す
べ
き
事
項

記
載
に
努
め
る
事
項
（
法
§
５
③
）

基 づ き 作 成 す る こ と が 必 要
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地
域
公
共
交
通
再
編
事
業

第
１
号

特
定
旅
客
運
送
事
業
に
係
る

路
線
・
運
行
系
統
・
航
路
又
は

営
業
区
域
の
編
成
の
変
更

第
２
号

他
の
種
類
の

旅
客
運
送
事
業
へ
の
転
換

第
３
号

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
に

よ
る
代
替

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
と
は
、
「
地
域
公
共
交
通
を
再
編
す
る
た
め
の
事
業
で
あ
っ
て
、
地
方
公
共
団

体
の
支
援
を
受
け
つ
つ
・
・
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
事
業
」
（
法
第
２
条
第
１
１
号
）

「
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
業
」
＝
「
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
」
で
は
な
い
点
に
留
意

○
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
業
に
つ
い
て
（
施
行
規
則
第
９
条
の
２
）

第
４
号

第
１
号
～
第
３
号
の
再
編
事
業
と
併
せ
て
行
う

中
心
部

に
お
け
る

錯
綜
・
競
合

幹
線
バ
ス
・
B
R
T

乗
換

拠
点

支
線
バ
ス

出
資

異
な
る
公
共
交
通
事
業
者
等
の

間
の
乗
継
ぎ
円
滑
化
の
た
め
の

運
行
計
画
の
改
善

共
通
乗
車
船
券

の
発
行

乗
継
割
引
運
賃
の
設
定
、
交
通
結
節
施
設
に
お
け
る
乗
降
場
の
改
善
、

旅
客
の
乗
継
ぎ
に
関
す
る
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
、
ＩＣ
カ
ー
ド
の
導
入

そ
の
他
の
地
域
公
共
交
通
の
利
用
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
措
置
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地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
の
認
定
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
は
、
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
な
ど
の
特
例

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
（
法
第
２
７
条
の
４
～
第
２
８
条
）

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
と
各
運
送
事
業
法
に
基
づ
く

事
業
計
画
等
を
、
別
々
に
提
出
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

別 々に提 出

ま と め て 提 出

旅
客
の
運
送
に
付
随
し
て
、
少
量
の
貨
物
を
運
送
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
※
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
み
）

少
量
貨
物
の
特
例

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
か
つ
、
公
衆
の
利
便
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

①
計
画
区
域
内
で
の
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
許
認
可
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

②
計
画
区
域
内
で
の
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
実
施
方
法
の
変
更
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
※
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
み
）

計
画
を
阻
害
す
る
行
為
の
防
止

公
共
交
通
事
業
者
が
正
当
な
理
由
な
く
計
画
に
定
め
ら
れ
た

事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
勧

告
・
命
令
を
行
い
、
事
業
の
確
実
な
実
施
を
担
保
し
ま
す
。

国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
勧
告
・
命
令

住
民
そ
の
他
の
関
係
者
の
合
意
の
上
で
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車

運
送
事
業
の
運
賃
及
び
料
金
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

国
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
不
要
と
な
り
ま
す
。
（
※
協
議
会
が

道
路
運
送
法
上
の
地
域
公
共
交
通
会
議
の
構
成
員
を
含
ん
で
い
る
場
合
）

運
賃
・
料
金
に
係
る
審
査
が
不
要

【
そ
の
他
】
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施
行
規
則
第
９
条
の
２
に
つ
い
て
①

「
地
域
公
共
交
通
を
再
編
す
る
た
め
の
事
業
で
あ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
支
援
を
受
け
つ
つ
・
・
・
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
事
業
」
と
し
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
の
具
体
的
イ
メ
ー

ジ
は
以
下
の
と
お
り
。

第
１
号

路
線
・
運
行
系
統
・
航
路
又
は

営
業
区
域
の
編
成
の
変
更

≪
具
体
例
≫

・
地
域
の
バ
ス
路
線
の
変
更
（
分
割
や
経
由
地
変
更
）
、
新
設

等
に
よ
る
編
成
変
更

第
２
号

他
の
種
類
の

旅
客
運
送
事
業
へ
の
転
換

第
３
号

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
に

よ
る
代
替

≪
具
体
例
（
第
２
号
）
≫

・
旅
客
鉄
道
事
業
を
廃
止
し
、
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運

送
事
業
へ
転
換

・
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
廃
止
し
、
一
般
乗

第
４
号

第
１
号
～
第
３
号
の
再
編
事
業
と
併
せ
て
行
う

異
な
る
公
共
交
通
事
業
者
等
の

間
の
乗
継
ぎ
円
滑
化
の
た
め
の

運
行
計
画
の
改
善

共
通
乗
車
船
券

の
発
行

乗
継
割
引
運
賃
の
設
定
、
交
通
結
節
施
設
に
お
け
る
乗
降
場
の
改
善
、

旅
客
の
乗
継
ぎ
に
関
す
る
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
、
ＩＣ
カ
ー
ド
の
導
入

そ
の
他
の
地
域
公
共
交
通
の
利
用
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
措
置

【
補
足
】
編
成
変
更
と
し
て
行
わ
れ
る
具
体
的
取
組
の
一
例

・
幹
線
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
と
幹
線
へ
の
細
分
化

・
公
共
交
通
空
白
地
域
へ
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入

・
市
街
地
中
心
部
の
バ
ス
路
線
の
集
約
化

・
中
心
市
街
地
へ
の
循
環
バ
ス
の
新
設

・
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
廃
止
し
、
一
般
乗

用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
へ
転
換

・
定
期
航
路
事
業
か
ら
海
上
タ
ク
シ
ー
へ
の
転
換

等

≪
具
体
例
（
第
３
号
）
≫

・
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
廃
止
し
、
自
家
用

有
償
旅
客
運
送
に
よ
り
代
替
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施
行
規
則
第
９
条
の
２
に
つ
い
て
②

第
４
号

第
１
号
～
第
３
号
の
再
編
事
業
と
併
せ
て
行
う

第
１
号

路
線
・
運
行
系
統
・
航
路
又
は

営
業
区
域
の
編
成
の
変
更

第
２
号

他
の
種
類
の

旅
客
運
送
事
業
へ
の
転
換

第
３
号

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
に

よ
る
代
替

≪
具
体
例
≫

・
乗
継
改
善
の
た
め
の
ダ
イ
ヤ
調
整
、
増
便

≪
具
体
例
≫

・
市
街
地
フ
リ
ー
乗
車
券
、
観
光
施
策
と
連
携
し
た
企
画
乗
車
券
等
の
導
入

※
複
数
の
事
業
者
で
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

共
通
乗
車
船
券
の
発
行

異
な
る
公
共
交
通
事
業
者
等
の
間
の
乗
継
ぎ
円
滑

化
の
た
め
の
運
行
計
画
の
改
善

乗
継
割
引
運
賃
の
設
定
、
交
通
結
節
施
設
に
お
け
る
乗
降
場
の
改
善
、
旅
客
の
乗
継
ぎ
に
関
す
る
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
、
ＩＣ
カ
ー
ド
の
導
入

そ
の
他
の
地
域
公
共
交
通
の
利
用
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
措
置

≪
具
体
例
≫

（
交
通
結
節
施
設
に
お
け
る
乗
降
場
の
改
善
）

・
鉄
道
駅
、
バ
ス
停
等
の
新
設
（
再
編
路
線
が
乗
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
）

・
鉄
道
駅
の
駅
前
広
場
整
備

・
駅
、
停
留
場
、
停
留
所
、
船
着
場
の
改
良
（
上
屋
、
ベ
ン
チ
の
設
置
等
）

（
旅
客
の
乗
継
ぎ
に
関
す
る
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
）

・
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入

・
バ
ス
の
方
面
別
ラ
ッ
ピ
ン
グ
・
カ
ラ
ー
リ
ン
グ

・
公
共
交
通
に
関
す
る
情
報
提
供
資
料
の
作
成
・
配
布

・
電
光
掲
示
板
、
案
内
標
識
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
作
成

※
単
独
一
社
で
の
取
組
で
は
な
く
、
複
数
事
業
者
間
の
乗
継
円
滑
化
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
必
要

（
そ
の
他
の
地
域
公
共
交
通
の
利
用
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
措
置
）

・
ゾ
ー
ン
運
賃
の
導
入

・
バ
ス
の
方
面
別
ラ
ッ
ピ
ン
グ
・
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
（
再
掲
）

※
第
４
号
に
該
当
し
な
い
事
業
の
例
≪
具
体
例
≫

・
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
駐
車
場
の
整
備

・
鉄
道
駅
の
駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備

・
主
要
バ
ス
路
線
へ
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
車
両
の
導
入

・
バ
ス
の
定
時
性
の
確
保
の
た
め
の
措
置
（
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
の
導
入
）

・
地
方
鉄
道
の
安
全
設
備
整
備

・
運
転
免
許
返
納
者
に
対
す
る
公
共
交
通
機
関
の
運
賃
割
引

等

そ
の
他
の
地
域
公
共
交
通
の
利
用
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
措
置
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単
体
で
は
再
編
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
の
例

既
存
バ
ス
路
線
の
見
直
し
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
こ
れ
と
区
間
が
重
複

す
る
、
又
は
至
近
の
民
間
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
バ
ス
の
路
線
の
新
設
。

路
線
等
・
営
業
区
域
の
見
直
し

デ
マ
ン
ド
交
通
（
区
域
運
行
又
は
定
路
線
）
の
路
線
・
営
業
区
域
の

部
分
的
見
直
し

（
一
部
路
線
の
新
設
・
廃
止
・
短
縮
・
延
長
、
営
業
区
域
の
拡
大
・
縮
小
）

交
通
空
白
地
に
対
す
る
路
線
等
の
新
設

。

民
間
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
バ
ス
路
線
の
部
分
的
見
直
し

（
一
部
路
線
の
新
設
・
廃
止
・
短
縮
・
延
長
）

○
「
再
編
す
る
た
め
の
事
業
」
で
は
な
い
も
の
の
例

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
（
再
編
事
業
も
そ
の
一
つ
）
：

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
定
め
ら
れ
る
事
業
の
う
ち
、
既
存
の
制
度
で
は
充
分
な
対
応
が
図
ら
れ
て
い
な

い
も
の
で
あ
っ
て
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
・
再
生
を
促
進
す
る
上
で
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
取
組

交
通
空
白
地
に
対
す
る
路
線
等
の
新
設

デ
マ
ン
ド
交
通
（
区
域
運
行
）
に
つ
い
て
、
定
時
か
ら
随
時
に
変
え
る

こ
と
や
、
事
前
予
約
を
不
要
と
す
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
変
更

デ
マ
ン
ド
の
シ
ス
テ
ム
を

よ
り
柔
軟
な
も
の
に
変
更

一
般
的
な
バ
ス
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｔ
へ
の
高
度
化

（
一
部
路
線
の
新
設
・
廃
止
・
短
縮
・
延
長
）

高
度
化
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
等

一
般
的
な
軌
道
か
ら
Ｌ
Ｒ
Ｔ
へ
の
高
度
化

デ
マ
ン
ド
交
通
の
う
ち
、
需
要
の
高
い
部
分
を
、

部
分
的
に
定
時
定
路
線
型
に
変
更

デ
マ
ン
ド
交
通
～
定
時
定
路
線
相
互
の

運
行
の
態
様
の
変
更

コ
ミ
ュ
バ
ス
（
定
時
定
路
線
型
）
の
う
ち
、
需
要
の
低
い
部
分
を
、

部
分
的
に
デ
マ
ン
ド
交
通
に
変
更

○
「
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
」
で
は
な
い
も
の
の
例
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再
編
事
業
の
対
象
と
な
り
う
る
事
業
の
例

市
内
交
通
の
太
宗
を
担
う
コ
ミ
ュ
バ
ス
複
数
路
線
を
全

て
廃
止
し
、

朝
夕
運
行
の
コ
ミ
ュ
バ
ス
（
定
時
定
路
線
）
複
数
路
線
と
、

デ
マ
ン
ド
交
通
（
区
域
運
行
）
複
数
区
域
を
新
設
。

市
内
の
民
間
バ
ス
路
線
の
半
分
以
上
を
廃
止
し
、

幹
線
部
分
を
引
き
続
き
民
間
バ
ス
で
運
行
し
、

・
コ
ミ
ュ
バ
ス
（
４
条
乗
合
）
（
市
内
循
環
）

・
コ
ミ
ュ
バ
ス
（
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
）
（
定
時
定
路

。

鉄
道
を
Ｌ
Ｒ
Ｔ
又
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
転
換
す
る
と
と
も
に
、

路
線
等
の

全
面
的
な
廃
止
と
新
設

モ
ー
ド
転
換
等
に
伴
う

路
線
等
の
編
成
の
変
更

第
１
号

航
路
の
本
土
側
の
発
着
港
を
変
更
し
、

離
島
側
の
発
着
港
数
を
減
ら
す
と
と
も
に
、

島
内
に
コ
ミ
ュ
バ
ス
路
線
を
新
設
。

第
１
号

各
町
村
内
に
留
ま
っ
て
い
た

複
数
町
村
の
町
村
営
バ
ス
路
線
を
廃
止
し
、

民
間
バ
ス
路
線
と
併
せ
、

基
幹
バ
ス
・
支
線
バ
ス
を
開
設
。

第
１
号

第
１
号

・
コ
ミ
ュ
バ
ス
（
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
）
（
定
時
定
路

線
、
デ
マ
ン
ド
定
路
線
）

・
過
疎
地
有
償
運
送
（
路
線
）

を
新
設

市
内
の
民
間
・
公
営
バ
ス
２
事
業
者
の
路
線
を

全
面
的
に
整
理
・
統
合

中
心
部
か
ら
放
射
状
に
伸
び
る
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
、

途
中
に
乗
継
拠
点
を
設
け
、
幹
線
と
支
線
に
分
割
。

幹
線
・
支
線
へ
の
分
割

バ
ス
フ
ロ
ー
ト
船
を
利
用
し
つ
つ
、
島
内
・
本
土
側
の
バ

ス
路
線
を
統
合
し
つ
つ
、
併
せ
て
両
岸
の
複
数
路
線
の

新
設
、
分
割
、
経
由
地
変
更
、
廃
止
等
を
行
う
。

鉄
道
を
Ｌ
Ｒ
Ｔ
又
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
転
換
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
と
競
合
す
る
バ
ス
路
線
を
廃
止
し
つ
つ
、

フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
路
線
（
４
条
乗
合
）
を
新
設

第
１
号

第
３
号

第
１
号

第
１
号

第
１
号

旅
客
船
か
ら
海
上
タ
ク
シ
ー
へ
転
換
す
る
と
と
も
に
、

本
土
側
の
コ
ミ
ュ
バ
ス
に
つ
い
て
も
デ
マ
ン
ド
化

第
２
号

第
１
号

第
２
号
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公共交通総合連携計画と公共交通網形成計画について 

１．鳥取県中部地域公共交通総合連携計画の改訂について（H26年度末） 

○国の法改正により「総合連携計画」が「地域公共交通網形成計画」に改定され、「総合

連携計画」は法定計画ではなくなる。

○第１期計画では幹線部分の再編成が柱となっていたが、試算の結果補助金が増大するこ

とから見直しを実施しないこととなった。

○第２期計画の方向性としては、任意の計画として、第１期の計画の基本理念や方針は引

継ぎ、実施済みの事業の評価や未実施の事業の分析によりターゲットを絞った調査を実

施し、ソフト事業を中心にする等より実効性の高い計画を策定する。

２．各状況の整理と網計画策定によるメリットについて 

平成 26年度末における状況 平成 29年度に向けた状況 

実施主体 協議会 協議会＋県 

作成費用 国庫補助＋協議会費（市町費） 

⇒ 協議会が負担

※国庫補助の充当が不明 

国庫補助＋県費 

⇒ 県が負担

網計画 都市機能の増進、立地適正化に

関する記載が必要 

※内容が不明確であった 

都市機能の増進、立地適正化に関す

る記載に努める 

※内容が明確化された（鳥取県西

部、東部における事例） 

再編実施計画 実施する施策が考えられない 再編実施計画を作成の上、国庫補助

路線の見直しを行えば、フィーダー

としても国庫補助対象となる 

メリット ・実施主体面 

・作成費用面 

・網計画の策定のための調査の中で現状が把握でき、次の対策を練る

ことができる（調査実施分析による効果） 

・利用促進に向けた取組みを実施することができる。 

・国庫補助対象路線の見直しによる市町の補助金の減額の可能性。 

デメリット なし 
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平
成
2
9
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

時
期

協
議
会
内
容

網
計
画
（
県
）

４
月

協
議
会
規
約
の
改
正
（
網
計
画
策
定
に
向
け
て
）
国
交
付
申
請
、

業
務
委
託
発
注
公
告

５
月

国
交
付
決
定
、
入
札

６
月

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

７
月

ア
ン
ケ
ー
ト
等
集
計

８
月

協
議
会
平
成
2
8
年
度
事
業
報
告
・
決
算

網
計
画
の
課
題
整
理
・
骨
子
協
議

９
月

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
随
時
開
催
）

1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

協
議
会
計
画
案
協
議

２
月

計
画
案
パ
ブ
コ
メ

３
月

協
議
会
計
画
策
定

平
成
3
0
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
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鳥
取

県
中

部
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
　

掲
載

事
業

の
進

捗
と

評
価

施
策

及
び

事
業

通
し

番
号

内
容

評
価

指
標

基
準

日

J
R

と
バ

ス
ダ

イ
ヤ

の
検

証
及

び
改

善

1
J
R

ダ
イ

ヤ
に

合
わ

せ
た

バ
ス

ダ
イ

ヤ
の

乗
り

継
ぎ

を
検

証
す

る
。

乗
継

問
題

便
数

／
駅

接
続

便
数

※
乗

継
問

題
便

数
…

バ
ス

→
J
R

ま
た

は
J
R

→
バ

ス
の

乗
継

に
1
5
分

以
上

掛
か

る
便

調
整

を
し

た
か

ど
う

か
（
基

準
な

ど
必

要
。

い
つ

（
何

回
）
）

利
用

者
の

満
足

度
（
＊

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
に

よ
る

）
2
0
1
6
/
4
/
1

幹
線

・
支

線
に

お
け

る
運

行
形

態
の

検
討

2
幹

線
部

分
の

重
複

す
る

路
線

を
一

本
化

す
る

。
支

線
部

分
の

運
行

形
態

（
デ

マ
ン

ド
の

導
入

等
）
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

重
複

す
る

路
線

の
見

直
し

距
離

数
（
ｍ

）

重
複

す
る

路
線

の
一

本
化

に
よ

る
補

助
金

削
減

額
（
円

）
運

行
形

態
の

変
更

に
係

る
経

費
（
円

）

解
消

で
き

た
距

離
数

／
現

状
の

重
複

距
離

数
→

高
め

て
い

く

2
0
1
6
/
4
/
1

バ
ス

利
用

が
困

難
な

地
域

の
対

応
検

討

3
こ

れ
ま

で
バ

ス
が

運
行

さ
れ

て
い

な
い

交
通

不
便

地
域

に
対

す
る

対
応

を
検

討
す

る
。

（
地

域
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

等
）

バ
ス

、
公

共
交

通
空

白
地

有
償

運
送

等
の

公
共

交
通

の
利

用
が

困
難

な
集

落
数

（
バ

ス
停

、
或

い
は

公
共

交
通

空
白

地
有

償
運

送
乗

降
箇

所
よ

り
4
0
0
ｍ

以
上

離
れ

た
集

落
数

）

デ
マ

ン
ド

型
交

通
等

利
用

者
数

2
0
1
6
/
4
/
1

フ
リ

ー
乗

降
区

間
の

検
討

4
各

路
線

に
お

け
る

フ
リ

ー
乗

降
の

可
能

な
区

間
を

検
討

す
る

。

フ
リ

ー
乗

降
区

間
バ

ス
利

用
者

数
利

用
者

の
満

足
度

（
＊

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
に

よ
る

）

2
0
1
6
/
4
/
1

病
院

か
ら

の
帰

宅
便

の
充

実

5
昼

前
に

集
中

す
る

病
院

帰
宅

者
に

対
応

す
る

た
め

各
路

線
の

ダ
イ

ヤ
を

検
証

す
る

。

ダ
イ

ヤ
変

更
便

数
／

ダ
イ

ヤ
変

更
必

要
便

数
調

整
を

し
た

か
ど

う
か

（
基

準
な

ど
必

要
。

い
つ

（
何

回
）
）

利
用

者
の

満
足

度
（
＊

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
に

よ
る

）
2
0
1
6
/
4
/
1

評
価

指
標

の
基

準

乗
継

問
題

便
数

／
駅

接
続

便
数

※
乗

継
問

題
便

数
…

バ
ス

→
J
R

ま
た

は
J
R

→
バ

ス
の

乗
継

に
1
5
分

以
上

掛
か

る
便

・
バ

ス
→

Ｊ
Ｒ

  
6
8
/
2
0
6
  

 3
3
.0

%
・
Ｊ
Ｒ

→
バ

ス
  

5
5
/
2
0
1
  

 2
7
.4

%
・
合

計
　

　
　

 1
2
3
/
4
0
7
  

 3
0
.2

%

現
状

の
重

複
距

離
数

・
日

ノ
丸

自
動

車
：
 7

3
3
.5

km
・
日

 本
 交

 通
  

：
1
1
5
7
.8

km
・
  

  
 合

 計
  

  
 ：

1
8
9
1
.3

km

バ
ス

、
公

共
交

通
空

白
地

有
償

運
送

等
の

公
共

交
通

の
利

用
が

困
難

な
集

落
数

・
1
3
5
集

落
デ

マ
ン

ド
型

交
通

等
利

用
者

数
・
倉

吉
市

：
6
7
7
人

(H
2
7
.1

0
～

H
2
8
.3

)
・
北

栄
町

：
6
5
7
人

(H
2
7
.4

～
H

2
8
.3

)

H
2
7
年

度
利

用
者

数
調

査
無

し

ダ
イ

ヤ
変

更
必

要
便

数
※

主
要

な
病

院
か

ら
自

宅
に

帰
る

バ
ス

路
線

が
１

１
時

～
１

３
時

の
間

に
あ

る
か

ど
う

か
。

・
０

便

18



鳥
取

県
中

部
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
　

掲
載

事
業

の
進

捗
と

評
価

施
策

及
び

事
業

通
し

番
号

内
容

評
価

指
標

基
準

日
評

価
指

標
の

基
準

公
共

交
通

空
白

地
有

償
運

送
の

事
業

支
援

6
公

共
交

通
空

白
地

有
償

運
送

事
業

に
係

る
立

ち
上

げ
経

費
、

運
営

経
費

に
対

す
る

補
助

を
行

な
う

。

バ
ス

、
公

共
交

通
空

白
地

有
償

運
送

等
の

公
共

交
通

の
利

用
が

困
難

な
集

落
数

（
バ

ス
停

、
或

い
は

公
共

交
通

空
白

地
有

償
運

送
乗

降
箇

所
よ

り
4
0
0
ｍ

以
上

離
れ

た
集

落
数

）
公

共
交

通
空

白
地

有
償

運
送

利
用

者
数

　
人

／
バ

ス
利

用
者

数
　

人
公

共
交

通
空

白
地

有
償

運
送

費
用

　
円

／
公

共
交

通
空

白
地

有
償

運
送

利
用

者
数

人 運
営

が
う

ま
く
い

っ
て

い
る

か
（
＊

ヒ
ヤ

リ
ン

グ
な

ど
に

よ
る

）
利

用
者

の
満

足
度

（
＊

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
に

よ
る

）

2
0
1
6
/
4
/
1

観
光

客
の

バ
ス

利
用

利
便

性
の

確
保

7
バ

ス
利

用
に

よ
る

観
光

客
の

利
便

性
を

検
証

す
る

。

観
光

客
バ

ス
利

用
者

数

路
線

バ
ス

に
お

け
る

観
光

目
的

で
の

利
用

者
数

→
増

加
さ

せ
て

い
く

＊
ニ

ー
ズ

調
査

な
ど

が
必

要

2
0
1
6
/
4
/
1

結
節

点
整

備
の

検
討

8
乗

降
調

査
（
資

料
調

査
）

発
着

便
数

※
幹

線
＝

国
庫

補
助

路
線

※
支

線
＝

国
庫

補
助

路
線

以
外

検
討

し
た

か
ど

う
か

結
節

点
整

備
に

よ
っ

て
再

編
で

き
た

路
線

・
系

統
の

運
行

経
費

削
減

効
果

利
用

者
の

満
足

度
（
＊

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
に

よ
る

）

結
節

点
発

着
便

数

・
倉

吉
駅

  
  

2
6
4
便

・
西

倉
吉

  
  

 8
3
便

・
三

朝
車

庫
  

3
1
便

・
由

良
駅

　
 　

4
6
便

・
浦

安
駅

　
　

 1
4
便

・
八

橋
駅

　
　

 2
8
便

・
赤

碕
駅

　
 　

 　
2
8
便

・
下

北
条

駅
  

 　
1
8
便

・
松

崎
駅

　
　

  
　

1
4
便

・
泊

駅
　

　
　

　
　

 3
1
便

・
三

朝
町

役
場

  
1
4
便

2
0
1
6
/
4
/
1

既
存

バ
ス

停
の

点
検

実
施

（
移

動
も

検
討

）

9
中

部
地

区
に

お
け

る
既

存
バ

ス
停

上
屋

の
点

検
を

実
施

し
、

適
正

な
管

理
を

行
う

。

調
査

点
検

箇
所

数
　

か
所

修
繕

実
施

割
合

　
修

繕
実

施
済

　
か

所
／

整
備

必
要

箇
所

　
か

所

調
査

点
検

箇
所

数
・
倉

吉
市

　
  

　
3
4
箇

所
・
三

朝
町

  
  

  
1
1
箇

所
・
北

栄
町

  
  

  
 9

箇
所

・
琴

浦
町

  
  

  
1
6
箇

所
・
湯

梨
浜

町
　

 3
1
箇

所

修
繕

整
備

必
要

箇
所

数
 3

箇
所

 2
箇

所
 0

箇
所

 2
箇

所
1
0
箇

所

2
0
1
6
/
4
/
1

新
規

バ
ス

停
上

屋
設

置
の

検
討

1
0

要
望

等
に

よ
る

バ
ス

停
上

屋
の

設
置

を
検

討
す

る
。

新
規

設
置

箇
所

数
／

新
規

設
置

希
望

箇
所

数

2
0
1
6
/
4
/
1

公
共

交
通

空
白

地
有

償
運

送
費

用
　

円
／

公
共

交
通

空
白

地
有

償
運

送
利

用
者

数
　

人

・
Ｈ

2
7
年

度
実

績
　

2
,0

4
8
円

(6
9
6
,9

5
3
円

／
3
1
1
人

)

コ
ナ

ン
ミ

ス
テ

リ
ー

ツ
ア

ー
参

加
者

数
　

1
2
,3

2
5
人

ル
ー

プ
バ

ス
利

用
者

数
　

　
　

　
　

　
　

　
　

7
,4

9
2
人

日
本

交
通

乗
り

放
題

手
形

販
売

枚
数

　
  

 3
8
1
枚

日
ノ

丸
乗

車
記

念
切

符
販

売
枚

数
　

　
　

　
4
4
9
枚

日
ノ

丸
２

デ
ー

パ
ス

販
売

枚
数

　
 　

　
　

　
1
,1

1
4
枚

新
規

設
置

希
望

箇
所

数

・
１

箇
所

(三
朝

町
・
ラ

ラ
歯

科
前

)
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鳥
取

県
中

部
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
　

掲
載

事
業

の
進

捗
と

評
価

施
策

及
び

事
業

通
し

番
号

内
容

評
価

指
標

基
準

日
評

価
指

標
の

基
準

バ
ス

ブ
ッ

ク
の

作
成

検
討

1
1

公
共

交
通

、
各

種
施

設
、

観
光

施
設

等
に

関
す

る
情

報
を

掲
載

し
た

バ
ス

マ
ッ

プ
の

作
成

を
検

討
す

る
。

「
ぐ

る
っ

と
バ

ス
な

び
」
の

発
行

枚
数

、
配

布
枚

数
＊

新
規

作
成

の
検

討
も

2
0
1
6
/
4
/
1

ＩＣ
カ

ー
ド

導
入

検
討

1
2

鳥
取

県
が

導
入

を
検

討
し

て
い

る
IC

カ
ー

ド
の

導
入

に
つ

い
て

、
中

部
地

区
で

の
導

入
を

検
討

す
る

。

導
入

o
r未

導
入

検
討

し
た

か
ど

う
か

利
用

者
の

満
足

度
（
＊

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
に

よ
る

）
-

乗
り

換
え

割
引

制
度

の
検

討

1
3

幹
線

と
支

線
と

の
乗

換
え

時
の

料
金

割
引

制
度

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

割
引

率
（
割

引
運

賃
／

通
常

運
賃

）
検

討
し

た
か

ど
う

か
利

用
者

の
満

足
度

（
＊

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
に

よ
る

）
-

上
限

運
賃

額
引

き
下

げ
等

の
検

討

1
4

現
在

の
上

限
運

賃
（
日

交
7
2
0
円

、
日

ノ
丸

8
0
0
円

）
に

つ
い

て
利

用
促

進
の

観
点

か
ら

引
き

下
げ

を
検

討
す

る
。

上
限

運
賃

額
引

下
率

（
見

直
し

運
賃

／
上

限
運

賃
）

検
討

し
た

か
ど

う
か

利
用

者
の

満
足

度
（
＊

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
に

よ
る

）
2
0
1
6
/
4
/
1

各
種

補
助

制
度

の
拡

充
検

討

1
5

高
齢

者
に

対
す

る
定

期
購

入
補

助
等

、
利

用
促

進
に

向
け

た
各

種
補

助
制

度
を

検
討

す
る

。

支
援

対
象

者
数

＊
運

転
免

許
自

主
返

納
へ

の
支

援
策

と
し

て
も

検
討

し
て

は
？

2
0
1
6
/
4
/
1

上
限

運
賃

額
引

下
率

（
見

直
し

運
賃

／
上

限
運

賃
）

現
在

の
上

限
運

賃
・
日

 本
 交

 通
　

：
7
2
0
円

・
日

ノ
丸

自
動

車
：
8
0
0
円

支
援

対
象

者
数

(中
部

地
域

の
人

口
)

・
６

５
歳

以
上

人
口

：
3
3
,5

7
1
人

・
７

０
歳

以
上

人
口

：
2
4
,3

0
8
人

今
後

（
H

2
8
以

降
）
の

検
討

の
た

め
、

基
準

な
し

ぐ
る

っ
と

バ
ス

な
び

(H
2
7
年

３
月

作
成

)
・
作

成
部

数
：
1
0
,0

0
0
部

・
配

布
部

数
：
 5

,7
0
0
部

今
後

（
H

2
8
以

降
）
の

検
討

の
た

め
、

基
準

な
し
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鳥
取

県
中

部
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
　

掲
載

事
業

の
進

捗
と

評
価

施
策

及
び

事
業

通
し

番
号

内
容

評
価

指
標

基
準

日
評

価
指

標
の

基
準

バ
ス

事
業

者
割

引
制

度
の

周
知

1
6

高
齢

者
定

期
等

の
各

種
割

引
制

度
を

、
広

報
・
H

P
・
関

係
機

関
等

で
周

知
す

る
。

支
援

対
象

者
数

利
用

者
数

周
知

回
数

・
内

容
2
0
1
6
/
4
/
1

観
光

客
用

バ
ス

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
検

討

1
7

観
光

に
特

化
し

た
バ

ス
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

を
検

討
す

る
。

「
ぐ

る
っ

と
バ

ス
な

び
」
の

発
行

枚
数

、
配

布
枚

数
＊

新
規

作
成

の
検

討
も

2
0
1
6
/
4
/
1

観
光

タ
ク

シ
ー

運
行

に
係

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
検

討

1
8

観
光

タ
ク

シ
ー

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

乗
務

員
に

対
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
を

検
討

す
る

。

プ
ロ

グ
ラ

ム
数

研
修

回
数

研
修

参
加

人
数

受
講

者
の

満
足

度
・
役

立
ち

度
（
＊

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
に

よ
る

）

平
成

2
7
年

度

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
検

討

1
9

高
校

生
や

保
護

者
を

対
象

と
し

た
意

識
改

革
の

た
め

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
を

検
討

す
る

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ア

ン
ケ

ー
ト

対
象

者
数

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

に
よ

る
利

用
者

数
（
ア

ン
ケ

ー
ト

へ
の

割
引

チ
ケ

ッ
ト

添
付

等
に

よ
り

）
検

討
し

た
か

ど
う

か
（
検

討
内

容
な

ど
）

実
施

校
数

（
モ

デ
ル

的
に

）
平

成
2
7
年

度

エ
コ

通
勤

の
促

進
に

向
け

た
取

り
組

み
検

討

2
0

エ
コ

通
勤

の
促

進
に

向
け

た
取

り
組

み
（
企

業
、

団
体

へ
の

働
き

か
け

）
を

検
討

す
る

。

各
種

メ
デ

ィ
ア

数
チ

ラ
シ

配
布

枚
数

P
R

を
実

施
し

た
場

所
に

お
け

る
バ

ス
利

用
者

数
検

討
し

た
か

ど
う

か
（
検

討
内

容
な

ど
）

実
施

会
社

・
団

体
数

（
モ

デ
ル

的
に

）
2
0
1
6
/
4
/
1

メ
デ

ィ
ア

数
・
５

件
（
１

市
４

町
自

治
体

報
）

チ
ラ

シ
配

布
枚

数
・
0
枚

実
施

会
社

・
団

体
数

・
0
件

支
援

対
象

者
数

：
通

し
番

号
1
5
と

同
じ

利
用

者
数

・
グ

ラ
ン

ド
7
0
(日

ノ
丸

・
日

本
交

通
)：

  
3
9
名

・
シ

ル
バ

ー
悠

遊
(日

本
交

通
) 

  
  

 ：
3
6
6
名

・
架

け
橋

(日
ノ

丸
) 

  
  

  
  

  
  

  
  

 ：
  

7
7
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 合
計

：
4
8
2
名

ぐ
る

っ
と

バ
ス

な
び

(H
2
7
年

３
月

作
成

)
・
作

成
部

数
：
1
0
,0

0
0
部

・
配

布
部

数
：
 5

,7
0
0
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
数

　
：
な

し
研

修
回

数
　

　
　

：
な

し
研

修
参

加
人

数
：
な

し
受

講
者

の
満

足
度

・
役

立
ち

度
（
＊

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
に

よ
る

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

：
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

な
し

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ア

ン
ケ

ー
ト

対
象

者
数

･高
校

生
（
全

日
制

・
２

年
生

）
：
8
8
0
人

・
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

人
数

：
0
人

（
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

な
し

）
実

施
校

数
・
0
校

（
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

な
し

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
に

よ
る

利
用

者
数

（
ア

ン
ケ

ー
ト

へ
の

割
引

チ
ケ

ッ
ト

添
付

等
に

よ
り

）
・
０

人
（
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

な
し

）
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鳥
取

県
中

部
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
　

掲
載

事
業

の
進

捗
と

評
価

施
策

及
び

事
業

通
し

番
号

内
容

評
価

指
標

基
準

日
評

価
指

標
の

基
準

バ
ス

路
線

再
編

に
伴

う
運

行
計

画
づ

く
り

の
推

進

2
1

バ
ス

路
線

の
再

編
を

実
施

す
る

場
合

に
、

地
域

に
出

向
い

て
行

政
と

住
民

が
共

同
で

運
行

計
画

を
策

定
す

る
。

地
元

説
明

回
数

再
編

成
路

線
数

-

地
域

主
体

に
よ

る
取

り
組

み
支

援

2
2

地
域

の
自

主
的

な
取

組
み

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

バ
ス

停
留

所
上

屋
新

規
設

置
箇

所
数

／
新

規
設

置
希

望
箇

所
数

＊
自

主
的

取
り

組
み

に
対

す
る

支
援

内
容

の
追

加
検

討
も

2
0
1
6
/
4
/
1

今
後

（
H

2
8
以

降
）
の

実
施

予
定

の
た

め
、

基
準

な
し

※
平

成
２

８
年

度
現

在
路

線
再

編
案

検
討

中

新
規

設
置

希
望

箇
所

数

・
１

箇
所

(三
朝

町
・
ラ

ラ
歯

科
前

)
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